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主な内容

世 帯 数 ２万 4,967 （＋ 17）
人　 口 ５万 4,676 （＋ 22）
男 ２万 5,635 （＋ 17）
女 ２万 9,041 （＋ ５）

出　 生 47
死　 亡 58
転　 入 120
転　 出 86

｢大きくなって、帰ってきてね」

蕨島小近くの海でヒラメの稚魚放流（５月31日撮影）



選
挙
権
年
齢
が
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ

選
挙
権
の
歴
史

　

選
挙
権
の
歴
史
を
調
べ
る
と
、
約

１
３
０
年
前
（
１
８
８
９
年
）、
選
挙
の

資
格
は
満
25
歳
以
上
の
男
子
で
直
接
国
税

15
円
以
上
を
収
め
て
い
る
人
で
、
そ
の
割

合
は
、
全
人
口
の
約
１
㌫
で
し
た
。
そ

の
後
、
約
90
年
前
（
１
９
２
５
年
）
に
、

満
25
歳
以
上
の
男
子
（
納
税
要
件
の
撤

廃
）
に
変
更
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
全
人
口

の
約
20
㌫
に
な
り
ま
し
た
。
約
70
年
前

（
１
９
４
５
年
）
に
は
、
選
挙
権
の
資
格

が
20
歳
以
上
の
全
て
の
男
女
に
な
り
、
全

人
口
の
約
48
㌫
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
満
18
歳
以
上
の
有

権
者
で
全
人
口
の
80
㌫
以
上
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
選
挙
権

　

国
立
国
会
図
書
館
の
調
査
（
２
０
１
４

年
）
で
は
、
世
界
１
９
１
の
国
・
地
域
の

う
ち
、
９
割
近
く
が
選
挙
権
年
齢
を
「
18

歳
以
上
」（
日
本
の
衆
議
院
に
あ
た
る
下

院
の
選
挙
権
年
齢
）
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
「
16
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
が

行
わ
れ
て
い
る
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
）
も
あ
る
よ
う
で
す
。

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
先
の
情
報
は
、
街
頭
演
説
、
公
開

討
論
会
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。情
報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、

誰
が
発
信
し
た
の
か
、
事
実
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
か
、
発
信
者
本
人
の
意
見
な
の
か

な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
の
公
示（
告
示
）後
、各
世
帯
に「
選

挙
公
報
」が
届
き
ま
す
。
選
挙
公
報
に
は
、

候
補
者
の
氏
名
、
意
見
や
考
え
方
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
の
投
票

　

選
挙
は
「
投
票
」
で
行
わ
れ
、「
一
人

一
票
」
を
投
票
所
で
投
票
し
ま
す
。
投
票

時
間
は
、午
前
７
時
～
午
後
７
時
で
す
が
、

投
票
所
に
よ
っ
て
は
午
後
６
時
ま
で
で
す

（
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自

分
の
行
く
投
票
所
の
場
所
や
投
票
時
間

は
、
自
宅
に
届
け
ら
れ
た
投
票
所
入
場
券

（
ハ
ガ
キ
）
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
当
日
は
、
投
票
所
入
場
券
を
持
っ

て
、
住
ん
で
い
る
自
治
会
等
ご
と
に
決

ま
っ
た
投
票
所
で
投
票
し
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
あ
る
か
確
認
を

受
け
て
、
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
候
補
者

名
な
ど
を
記
載
し
投
票
し
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
投
票
の
流
れ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

選
挙
権
年
齢
が
、
満
20
歳
以
上
か

ら
、
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
選
挙
権
年
齢
を
「
18

歳
以
上
」
に
す
る
法
律
（
改
正
公
職

選
挙
法
）
は
、
昨
年
６
月
に
改
正
さ

れ
本
年
６
月
19
日
に
施
行
さ
れ
た
も

の
で
、
施
行
後
、
公
示
さ
れ
た
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
６
月
22
日
に
公
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
７
月
10
日
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
国
政
選
挙
で
は
初
め

て
適
用
に
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

　

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
７
月
11

日
以
前
の
出
生
者
で
、
今
年
の
３
月

22
日
以
前
か
ら
本
市
に
居
住
し
て
い

る
人
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

※
本
年
３
月
23
日
以
降
に
県
内
の
他

　

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、

　

前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

　

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
不

　

在
者
投
票
は
本
市
で
で
き
ま
す
の

　

で
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
事

　

務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
権

を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
住
民
票
が
あ

る
自
治
体
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
進
学
や

就
職
な
ど
に
伴
い
実
家
を
離
れ
る
場
合
等

は
、
住
民
票
の
異
動
の
届
け
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

代
理
投
票
と
点
字
投
票

　

視
覚
障
害
者
や
病
気
や
け
が
な
ど
で
投

票
用
紙
の
記
載
が
で
き
な
い
人
は
、
投
票

所
の
係
員
が
代
筆
す
る
「
代
理
投
票
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
所
に
は
、
点
字
投
票
用
の

投
票
用
紙
や
点
字
器
が
用
意
し
て
あ
り
、

「
点
字
投
票
」
が
可
能
で
す
。

誰
に
投
票
す
る
か

　

選
挙
で
は
、
誰
か
ら
の
干
渉
も
受
け
ず

に
、
有
権
者
一
人
一
人
が
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
に
「
す
べ
て
選
挙
に
お
け

る
投
票
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な

ら
な
い
。
選
挙
人
は
、
そ
の
選
択
に
関
し

公
的
に
も
私
的
に
も
責
任
を
問
わ
れ
な

△２月に出水高校で行われた、市明るい選挙推進協議会と市選挙管理委員会による出前講座での模擬投票の様子
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投
票
の

　

ま
ず
、
投
票
所
入
場
券
を
、
投
票
所
の

受
付
に
出
し
ま
す
。

入り口

▷
名
簿
対
照
係
が
、
選
挙
人
名
簿
に
名
前

が
あ
る
本
人
で
あ
る
か
確
認
を
し
ま
す
。

△投票用紙交付係が、投票用紙を渡しま
すので、受け取ってください。

記載台に移動

▷
投
票
記
載
台
に
移
動
し
て
、
候
補
者

名
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。
記
載
台
に
は
、

鉛
筆
が
置
い
て
あ
り
、
候
補
者
名
な
ど

を
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

△投票用紙を投票箱に入れます。

投
票
箱
に

移
動

△２月に出水高校で行われた、市明るい選挙推進協議会と市選挙管理委員会による出前講座での模擬投票の様子

複
数
の
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
は
、
②
→
③
→
④
を
繰
り
返
し
ま
す
。

全
て
の
投
票
が
終
わ
っ
た
ら
、
出
口
か
ら
出
て
投
票
終
了
で
す
。

①④

③ ②
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最
近
の
投
票
率
は

７
月
10
日
は
「
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
」
と
「
鹿
児
島
県
知
事
選
挙
」
の

投
票
日
で
す

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
お
よ
び
鹿
児
島
県
知

事
選
挙
が
７
月
10
日
（
日
）
投
開
票
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。
国
政
お
よ
び
県
政
を
託
す
大
事

な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

投
票
所

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
投
票
所
は
22
カ
所
に
な

り
ま
す
。

投
票
時
間　
午
前
７
時
～
午
後
７
時

※
上
場
小
学
校
、
大
川
内
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

　

グ
セ
ン
タ
ー
、
荘
中
学
校
お
よ
び
岩
淵
公
民

　

館
は
、
午
前
７
時
～
午
後
６
時

廃
止
さ
れ
た
投
票
所
（
13
カ
所
）

出
水
地
域

　

田
原
公
民
館
、
日
当
公
民
館
、
丸
塚
公
民
館
、

　

上
中
公
民
館
、
天
神
公
民
館
、
安
原
団
地
集

　

会
所
、
福
之
江
保
育
園

高
尾
野
地
域

　

中
里
公
民
館
、
松
ヶ
野
公
民
館
、
石
坂
公
民

　

館
野
田
地
域

　

天
神
公
民
館
、
屋
地
公
民
館
、
餅
井
公
民
館

新
設
す
る
投
票
所
（
２
カ
所
）

　

高
尾
野
中
学
校
体
育
館

　

野
田
女
子
高
等
学
校
体
育
館

※
変
更
に
な
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
投
票
所
と

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
①
仕
事
、
学
業
、
家
事
、

介
護
、
地
域
行
事
ま
た
は
冠
婚
葬
祭
、
②

市
外
や
投
票
区
外
に
外
出
、
旅
行
、
③
高

齢
、
病
気
、
障
害
、
出
産
な
ど
の
た
め
歩

行
困
難
で
あ
る
方
な
ど
で
投
票
に
行
け
な

い
見
込
み
の
方
は
簡
単
な
手
続
き
で
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の

つ
い
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
９
日
（
土
）
ま
で

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所　
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
、
高
尾
野

　

支
所
１
階
大
会
議
室
、
野
田
支
所
１
階

　

庁
舎
内

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
主
宛
て
に
郵

送
し
て
あ
り
ま
す
。
１
枚
の
は
が
き
で
４

人
分
の
入
場
券
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

各
自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
投

票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
り
、
当
日
お

忘
れ
に
な
っ
た
場
合
で
も
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

開
票

　

市
内
全
投
票
区
の
投
票
箱
を
総
合
体
育

館
に
集
め
て
、
そ
の
日
に
開
票
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
３
１
４
）

今
回
の
選
挙

　

今
回
の
選
挙
は
、
参
議
院
議
員
の
選
挙

と
県
知
事
の
選
挙
で
す
。
７
月
10
日
に
投

開
票
さ
れ
る
選
挙
で
、
ど
ち
ら
の
選
挙
も

同
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

参
議
院
議
員
と
は

　

国
会
は
、
衆
議
院
と
参
議
院
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
衆
議
院
議
員
の
定
数
は

４
７
５
人
で
、
参
議
院
議
員
の
定
数
は

２
４
２
人
で
す
。

　

参
議
院
議
員
の
任
期
は
６
年
で
、
３
年

ご
と
に
半
数
の
１
２
１
議
席
が
選
挙
に
よ

り
決
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
選
挙
区
で

73
人
（
う
ち
鹿
児
島
選
挙
区
１
人
）、
比

例
代
表
で
48
人
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

県
知
事
と
は

　

都
道
府
県
を
統
括
し
代
表
す
る
人
で
、

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
県
の
予
算

の
調
整
・
施
行
、
議
案
の
提
案
、
地
方
税

の
賦
課
徴
収
等
や
組
織
に
関
す
る
総
合
調

整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

県
知
事
の
任
期
は
、
４
年
で
す
。
今
回

任
期
満
了
に
伴
い
、
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
と
同
日
に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
に
行
こ
う

　

選
挙
に
行
か
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
あ
な
た
の

意
見
は
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
開
票
が
行
わ

れ
て
、当
選
人（
代
表
者
）が
決
定
し
ま
す
。

　

選
挙
は
、
政
治
に
参
加
す
る
手
段
の
一

つ
で
あ
り
権
利
で
す
。「
自
分
の
意
見
が

通
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。」
と
政
治
（
選

挙
）
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
一
部
の
人
の

考
え
だ
け
で
政
治
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
将
来
を
私
た
ち
で
決
め
る
た

め
に
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

2008年 2012年
県知事選挙 47.36 48.62

2007年 2010年 2013年
参議院議員通常選 62.83 58.93 51.68

40

45

50

55

60

65

2008年 2012年

県知事選挙

40

45

50

55

60

65

2007年 2010年 2013年

参議院議員通常選挙

51.68％48.62％

　

次
の
グ
ラ
フ

は
、
過
去
の
参
議

院
議
員
通
常
選

挙
（
２
０
０
７
年
、

10
年
、
13
年
）
お

よ
び
県
知
事
選

挙
（
２
０
０
８
年
、

12
年
）
の
本
市
で

の
投
票
率
の
グ
ラ

フ
で
す
。

　

ち
な
み
に
前
回

（
２
０
１
４
年
）
の

市
長
選
挙
の
投
票

率
は
65
・
88
㌫
、

市
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
率
は
65
・

87
㌫
で
し
た
。

47.36％

58.93％
62.83％
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投票区 投票所の名称 対象区域（自治会等） 投票
時間

１ 上場小学校体育館 上場 ２

２ 大川内農業者トレー
ニングセンター

角石・青椎・坂元・鮎川・宮之元・射場元・馬流・原・白木川内・中
川・不動野・高牟礼・さぎやな・平渡瀬・田原 ２

３ 東出水小学校体育館 下平野・芭蕉・日当・日添・田之頭・萩之段・井上・愛宕下・渡瀬
口・香月・愛護・大平・太田・太田原住宅 １

４ 出水公会堂 松尾・広瀬・朝日町・春日町・ラガール出水団地・上町・中町(出水)・
栄町・平良町・平良馬場・上町住宅 １

５ 出水小学校体育館
定之段・折尾野・水之頭・鍋野・君名川・宇都野々・小原上・小原下・西之
口・小松・上山崎・山崎・諏訪馬場・竪馬場・上竪馬場・西之口団地・城山
南・城山・小松ニュ－タウン・星が丘団地・西之口県共済住宅・砂坂共済住宅

１

６ 西出水小学校体育館
小木場・平岩・丸塚・栗毛野・江川野・清水・上中・下中・上屋・野
添(出水)・西町・政所・花立東・花立西・鶴見・上屋団地・出水中央第
二女子寮・出水中央第三女子寮・出水中央特進男子寮

１

７ 出水中学校体育館 上古市・下古市・向江・帆木ノ上・八坊・表郷東・石坂(出水)・表郷
西・八幡(出水)・中央団地・出水中央第一女子寮 １

８ 出水市社会福祉会館 桜町・上大野原(出水)・下大野原(出水)・西大野原(出水)・東大野原(出
水)・鹿島・茶円堀・千本付・まなづる住宅・鹿島住宅・平和団地・掛腰 １

９ 市中央公民館 沖田・上沖田・上松・溝下・山下・横尾・朝熊・六月田中・沖田住
宅・北星園 １

10 米ノ津農村環境改善
センター 切通・前田・櫓木・針原・関外・中塩屋・築港・鶴水園・出水の里 １

11 米ノ津東小学校
体育館

天神(出水)・米ノ津東・米ノ津中・米ノ津前・米ノ津駅通り・新町・平
松西・平松東・平松上・上ノ原(出水)・豊原・安原・六月田下・加紫久
利住宅・泉が丘団地・平松団地・鶴亀タウン

１

12 米ノ津公会堂 元町(出水)・今村・早馬・名古東・名古中・名古西・浜新田・今釜東・
今村住宅 １

13 米ノ津小学校体育館 上村東・上村西・津山・今釜中・今釜西・西新田・福ノ江港・新蔵
中・福ノ江・新蔵上・西福ノ江・伊勢山・鶴寿園・華の家 １

14 荘中学校クラブハウス 荘上・荘下・古浜・出水荒崎・潟・蕨島・桂島 ２

15 たかおの交流館 上り立・太鼓橋・千間山・御岳・野平・浦・大野原(高尾野)・鶴寿会た
かおの １

16 高尾野農村環境改善
センター

上の原(高尾野)・松ヶ野・大久保・昭興・本町(高尾野)・東町・町(高尾
野)・中里・麓・麓団地・萩の尾・柴引団地・唐笠木・砂原・中屋敷 １

17 高尾野中学校体育館
（新）

大和・柴引・野添上(高尾野)・野添下(高尾野)・本城・内野々上・内
野々下・石坂(高尾野)・表上・下高尾野上・下高尾野下・昭和・鶴里・
松ノ元

１

18 下水流農業者トレー
ニングセンター 上水流・ウッドタウン・星原・東水流・下山・西水流 １

19 江内体育館
柳ヶ水・旧番所・荒崎(高尾野)・冷筋・上冷筋・段・南方・木牟礼・木
串・連尺野・小島・西下り松・東下り松・浦窪・上浦窪・野口・尾野
島浜・平坊・西辺田・東辺田

１

20 岩淵公民館 尾毛無・上特手・越地・川平・久木野・大久・大丸・下特手・涼松・
籠土山・青木原・野角 ２

21 野田農村環境改善
センター

受口・天神(野田)・大日・地蔵・仮屋・加治屋町・別府・町(野田)・春
町・西通・仲町(野田)・岩元・上田多園・野田の郷 １

22 野田女子高等学校
体育館（新）

本町(野田)・八幡(野田)・田多園・瀬戸・中郡・屋地・旭・上餅井・下
餅井・女子高白梅寮 １

市内投票区一覧　（青書きの自治会等は投票所が変わりました）

※ 対象区域欄の青書きの自治会等は、今回から投票区（投票所）が変更となります。
※ 投票時間欄の「１」は午前７時～午後７時、「２」は午前７時～午後６時です。
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い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

み
ん
な
で

プ
ー
ル
に
行
こ
う
！

○
海
洋
公
園
プ
ー
ル
（
出
水
市
境
町
）

 

７
月
20
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
同
５
時

※
初
日
は
、
午
後
１
時
か
ら

　

無
料
開
放

 

幼 

児 　
　
　
　
　

50
円

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

高
校
・
一
般　

２
１
０
円

　

付
添
人　
　
　
　

無　

料

 

本
庁
産
業
振
興
政
策
課

　

産
業
振
興
政
策
係
（
☎
�
４
８
０
０
）

○
市
民
プ
ー
ル
（
出
水
市
文
化
町
）

　
（
幼
児
・
児
童
プ
ー
ル
）

 

７
月
21
日
（
木
）

　

～
８
月
31
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
同
５
時

（
２
時
間
）

　

小
学
生
未
満　
　
　

50
円

　

小　

学　

生　

１
０
０
円

 

市
民
プ
ー
ル
（
指
定
管
理
者
・（
株
）
セ
イ
カ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
０
０
５
８
）

７
月
20
日
海
洋
公
園
プ
ー
ル
が
、

同
21
日
市
民
プ
ー
ル
（
幼
児
・
児

童
プ
ー
ル
）
が
オ
ー
プ
ン
！

第
29
回
出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

10
月
23
日
（
日
）
開
催

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
！

【
参
加
者
】

種　
目　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
10
キ
ロ
㍍
、
３
キ
ロ
㍍

 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
午
前
９
時
、
10
㌔
午
前
10
時
30
分
、

　

３
㌔
（
小
学
生
）
午
前
９
時
10
分
、

　

３
㌔
（
中
学
生
以
上
）
午
前
９
時
50
分

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生
以
下
、
10
㌔
は
中
学
生

　

以
下
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）　 

４
０
０
０
円

　

一
般
（
10
㌔
・
３
㌔
）　 

３
５
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生　
　
　

 

２
０
０
０
円

　

小
学
生
　
　
　
　

 

１
５
０
０
円

 
参
加
申
込
書
（
第
27
・
28
回
大
会
に
申
し
込
ま

　

れ
た
方
に
は
郵
送
し
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
お
近
く
の
郵
便
局

　

ま
た
は
直
接
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
【
郵
便
振
替
・
窓
口
受
付
】
８
月
25
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効
、

　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】
９
月
４
日
（
日
）

特　
典　
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
抽
選
で
も
れ

　

な
く
豪
華
賞
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
給
水
係
や
立
し
ょ
う
係
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
高
校
生
以
上

募
集
人
数　
２
０
０
人

応
募
期
限　
８
月
26
日
（
金
）

・
　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
産
業
振
興

　

政
策
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流
室
内
）　
（
☎
�
４
７
７
７
）

※
例
年
、
所
属
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
団

　

体
を
通
じ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第
２
回
出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

８
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

米
ノ
津
川
（
上
知
識
橋
周
辺
）

部
門　
男
女
混
合
の
部
、メ
ン
ズ
の
部
、レ
デ
ィ
ー

　

ス
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

参
加
資
格　
小
学
３
年
生
以
上
の
男
女

※
乗
船
者
は
４
人
以
内
。

※
小
中
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴

　

に
限
り
ま
す
。

 

１
チ
ー
ム
２
千
円
（
保
険
料
含
む
）

そ
の
他　
荒
天
は
中
止
し
ま
す
。

 

公
共
施
設
等
に
設
置
し
て
あ
る
参
加
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
大
会
事
務
局
へ
直

　

接
提
出
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
７
月
29
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
出
水
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
出
水

　

ナ
ビ
」
を
ご
覧
に
な
る
か
大
会
事
務
局
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
本
庁
産
業
振
興
政
策
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流

　

室
）（
☎
�
４
７
７
７
）（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

～
世
界
一
の
ツ
ル
の
渡
来
地
を
駆
け
る
～

い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先
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今
年
も
、
高
尾
野
駅
前
通
り
で

高
尾
野
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
み
こ
し
や
参
加
者
総
出

に
よ
る
踊
り
連
、
子
ど
も
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
や
の
ど
自
慢
、
迫
力
満

点
の
太
鼓
の
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま

す
。
最
後
は
、
夏
の
夜
空
を
飾
る

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
の

上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
８
月
６
日
（
土
）

場　
所　
高
尾
野
駅
前
通
り
（
ふ

　

れ
あ
い
公
園
）

〇
午
後
２
時

　

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

〇
午
後
６
時　

子
ど
も
み
こ
し
、

　

踊
り
パ
レ
ー
ド
、
の
ど
自
慢
ほ
か

〇
午
後
９
時
10
分　

花
火
大
会

問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野
本
所

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

出
水
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

高
尾
野
夏
祭
り

鶴翔祭
Facebook
QR コード

会場案内
QR コード

7 広報いずみ2016（平成28年）７月



マイナンバー通信⑯　つるのしんと
マイナちゃんによる

－マイナンバーＱ＆Ａ③－マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

最後のマイナンバーＱ＆Ａについて紹介するね。今回は
【マイナンバーカード・マイナポータル】についてだよ。

マイナンバー制度の個人情報保護について疑問が
解けたよ。今回は何かな。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド・マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
】
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
何
に
使
え
る

　
の
？
通
知
カ
ー
ド
と
の
違
い
は
何
で
す
か
。

Ａ
１　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
住
民
基
本
台

　

帳
カ
ー
ド
と
同
様
、
顔
写
真
が
付
い
て
い
て

　

本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

　

身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
る
ほ
か
、
搭

　

載
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
定
め

　

る
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ｅ

　

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
税
の
電
子
申
請
等
が
行
え

　

る
電
子
証
明
書
も
標
準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

　
　

カ
ー
ド
は
、
申
請
す
れ
ば
無
料
で
交
付
さ

　

れ
ま
す
。

　
　

通
知
カ
ー
ド
は
紙
の
カ
ー
ド
で
、
写
真
が

　

な
い
の
で
カ
ー
ド
だ
け
で
は
本
人
確
認
が
で

　

き
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
手
続

　

き
で
は
併
せ
て
運
転
免
許
証
な
ど
原
則
顔
写

　

真
付
き
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

Ｑ
２　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
レ
ン
タ
ル
店

　
な
ど
で
身
分
証
明
書
と
し
て
使
っ
て
も
い
い

　
の
で
す
か
。

Ａ
２　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
氏
名
、
住

　

所
、
生
年
月
日
、
性
別
が
記
載
さ
れ
、
顔
写

　

真
が
あ
り
ま
す
の
で
、
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
で

　

身
分
証
明
書
と
し
て
広
く
利
用
が
可
能
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
カ
ー
ド
裏
面
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

を
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
が
書
き
写
し
た
り
、
コ

　

ピ
ー
を
取
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
裏
面
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
隠
す
ビ
ニ
ー
ル
ケ
ー
ス
に

　

入
れ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

　
の
使
用
に
は
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
３　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
の
際
に

　

暗
証
番
号
の
設
定
が
必
要
で
す
。
暗
証
番
号

　

は
、
４
ケ
タ
の
数
字
と
６
文
字
以
上
16
文
字

　

以
下
の
英
語
と
数
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

　

で
す
。
生
年
月
日
な
ど
推
測
さ
れ
や
す
い
番

　

号
は
避
け
て
、
暗
証
番
号
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
に
直
接
手
書
き
し
た
り
し
な
い
よ
う
、

　

し
っ
か
り
と
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
有
効
期
限
は

　
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
４　
20
歳
以
上
の
場
合
は
、
10
回
目
の
誕
生

　

日
が
、
20
歳
未
満
の
場
合
は
、
５
回
目
の
誕

　

生
日
が
有
効
期
限
に
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
通
知
カ
ー
ド
に
は
有
効
期
限
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５　
通
知
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
に
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
配
慮
は
な
さ
れ
ま

　
す
か
。

Ａ
５　
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
封
筒
に
は「
ま

　

い
な
ん
ば
ー
つ
う
ち
」
と
い
う
点
字
加
工
が

　

な
さ
れ
ま
す
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
時
に
申
し
出

　

て
い
た
だ
く
と
、
名
前
（
カ
ナ
）
の
点
字
表

　

記
を
行
い
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
す
る

　

封
筒
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

　

に
は
、
音
声
コ
ー
ド
を
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド
の
取
得
の
際
に
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
に
対

　
す
る
配
慮
は
な
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
６　
通
知
カ
ー
ド
は
、
事
前
に
市
町
村
の
窓

　

口
で
居
所
登
録
申
請
を
受
け
付
け
た
人
に
つ

　

い
て
は
、
住
民
票
の
住
所
で
は
な
く
、
登
録

　

さ
れ
た
居
所
に
送
付
し
ま
す
。
居
所
登
録
で

　

き
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
も
、
通
知
カ
ー
ド

　

が
加
害
者
等
に
届
い
た
場
合
に
は
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
を
変
更
し
て
新
た
な
通
知
カ
ー
ド
を
送

　

付
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
住
民
票
の

　

あ
る
市
区
町
村
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
Ｄ

　

Ｖ
被
害
者
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
の
あ
る

　

市
区
町
村
で
は
な
く
、
居
所
地
の
市
区
町
村

　

へ
の
申
請
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
７　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
何
で
す
か
。
高

　
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
対
す
る
配
慮
は
な

　
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
７　
自
分
だ
け
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
行

　

政
機
関
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報

　

を
い
つ
、
ど
こ
と
や
り
と
り
し
た
の
か
確
認

　

が
で
き
る
ほ
か
、
行
政
機
関
が
保
有
す
る
自

　

分
に
関
す
る
情
報
（
社
会
保
険
料
の
支
払
金

　

額
等
）
や
行
政
機
関
か
ら
自
分
に
対
す
る
お

　

知
ら
せ
情
報
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
確

　

認
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど
の
際
の
手
続
き
の

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
画

　

面
設
計
な
ど
は
高
齢
者
や
障
害
者
の
使
い
や

　

す
さ
に
も
配
慮
す
る
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
を
持

　

た
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
公
的
機
関
へ
の
端

　

末
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　
（
☎
０
１
２
０

－

９
５

－

０
１
７
８
）

　

平　

日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時

　

土
日
祝　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
課
行
政
改
革
係　

　
（
☎
�
４
０
３
７
）

8広報いずみ2016（平成28年）７月



　

市
青
年
の
家
で
は
、
夏
の
自
然

ま
つ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
し
ま
す
。
自
然
豊
か
な
青
年

の
家
で
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
17
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～
同
７
時

※
テ
ン
ト
泊
希
望
の
方
は
、
午
後

　

１
時
～
翌
日
の
午
前
11
時

 

市
青
年
の
家

 

１
人
当
た
り
２
０
０
円
（
４

　

歳
以
上
）

内
容

○
木
か
げ
で
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

　

簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
高
校
生
に
よ

　

る
読
み
聞
か
せ

　
（
午
後
３
時
～
同
４
時
）

○
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

　

飯
ご
う
炊
飯
と
カ
レ
ー
作
り

　
（
午
後
４
時
～
同
７
時
）

○
テ
ン
ト
で
の
宿
泊
（
希
望
者
）

　

テ
ン
ト
の
設
営
、
宿
泊
、
撤
去

　

を
体
験
し
よ
う
！

対
象
者　
小
学
３
年
生
以
下
の
児

　

童
・
幼
児
が
い
る
家
族

定
員　
先
着
20
組

持
っ
て
く
る
物　
米
（
１
人
前
１

　

合
）、
軍
手
（
す
べ
り
止
め
が

　

付
い
て
い
な
い
も
の
）、
野
外

　

炊
飯
が
で
き
る
服
装
、
帽
子
、

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
方

に
よ
る
、
楽
し
い
科
学
実
験
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

８
月
２
日（
火
）、同
３
日（
水
） 

　

２
日
間
と
も

　

午
後
１
時
15
分
～
同
４
時
15
分

※
受
付
開
始
は
午
後
０
時
30
分

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 

１
０
０
円
（
１
日
当
た
り
）

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

当
日
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

昆
虫
観
察
を
通
し
て
、
昆
虫
の

種
類
や
標
本
の
作
り
方
に
つ
い
て

学
ぼ
う
。

 

７
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
お

　

よ
び
そ
の
周
辺

 

無
料

定
員　
30
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

植
物
観
察
を
し
な
が
ら
、
植
物

の
名
前
や
特
徴
、
標
本
の
作
り
方

に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

 

７
月
３
日
（
日
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
お

　

よ
び
そ
の
周
辺

 

無
料

定
員　
30
人

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

夏
の
自
然
ま
つ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

お
も
し
ろ
昆
虫
教
室

お
も
し
ろ
実
験
教
室

お
も
し
ろ
植
物
教
室

　

タ
オ
ル
、
水
筒
、
虫
よ
け
ス
プ

　

レ
ー
、
懐
中
電
灯

※
テ
ン
ト
泊
希
望
者
は
、
朝
食
、

　

洗
面
・
風
呂
用
具

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

募
集
期
間　
７
月
４
日
（
月
）
午

　

前
９
時
～
同
11
日
（
月
）
午
後

　

５
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

・
　

市
青
年
の
家

　
（
☎
�
２
１
３
５
）

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
鹿
児
島

が
舞
台
と
な
っ
た
映
画
『
六
月
燈

の
三
姉
妹
』
の
上
映
会
と
映
画
企

画
者
で
出
演
俳
優
の
西
田
聖
志
郎

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

 

７
月
16
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分　

上
映
会

　

上
映
会
終
了
後
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

 

市
中
央
図
書
館　

 

無
料

主
な
出
演
者

　

吹
石 

一
恵　

吉
田 

羊

　

徳
永 

え
り　

西
田 

聖
志
郎

　

市
毛 

良
枝　

津
田 

寛
治

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

・
　

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

上
映
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
園
で
は
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

毎
年
コ
ス
モ
ス
の
苗
の
植
え
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
植
え
た
コ
ス
モ
ス
が
、

秋
に
は
満
開
に
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
18
日
（
月
）
海
の
日

　

午
前
９
時

 

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
園

持
っ
て
く
る
も
の

　

移
植
ご
て
、
山
ぐ
わ
、
軍
手
、

　

長
靴
、
帽
子
な
ど

※
雨
天
時
は
雨
具

そ
の
他　
小
雨
決
行
で
、
作
業
は

　

２
時
間
程
度
で
す
。

・
　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業

　

振
興
係
（
☎
�
５
４
２
４
）

一
緒
に
コ
ス
モ
ス
を

植
え
ま
せ
ん
か
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『
参
勤
の
道

　
～
三
国
名
勝
図
絵
と
写
真
で
見
る
薩
摩
街
道
出
水
筋
～
』

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
街
道
で
あ
る

「
出
水
筋
」
や
近
隣
の
さ
ま
ざ
ま
な
史
蹟
を
、『
三
国
名
勝
図
会
』
や
写

真
等
で
紹
介
す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

出
水
を
通
っ
た
大
名
行
列
や
旅
人
の
様
相
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
旧
鹿
児
島
藩
に
お
い
て
出
水
が
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

 

７
月
24
日
（
日
）
～
８
月
31
日
（
水
）

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
（
市
中
央
図
書
館
２
階
）

 

無
料

開
館
日　
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　

土
・
日
、
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
毎
月
第
３
月
曜
日

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

本
市
で
も「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
青
少
年

が
中
心
と
な
っ
て
不
正
薬
物
等
に

手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け

る
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

 

７
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

 

サ
ン
キ
ュ
ー
出
水
店

　

ニ
シ
ム
タ
出
水
店

内
容

○
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

　

ィ
ッ
シ
ュ
、救
急
絆
創
膏
等（
啓

　

発
資
材
）
の
配
布

○
横
断
幕
・
の
ぼ
り
に
よ
る
啓
発

○
国
連
支
援
募
金
活
動

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
紹
介
・
見

　

学

 

出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
図
書
館
の

仕
事
の
お
手
伝
い
や
館
内
の
探
検

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
26
日（
火
）～
同
29
日（
金
）

　

８
月
２
日（
火
）～
同
５
日（
金
）

　

の
う
ち
一
日

　

午
後
１
時
～
同
４
時

 

市
中
央
図
書
館

 

無
料

対
象
者　
小
学
５
年
生
～
中
学
３

　

年
生

内
容

　

図
書
の
貸
出
・
返
却
、
書
架
の

　

整
理
、
館
内
・
移
動
図
書
館
車

　

の
見
学
な
ど

募
集
人
員　
16
人（
１
日
に
２
人
）

 

７
月
１
日（
金
）～
同
15
日（
金
）

　

に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

・
　

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館

（
☎
�
３
１
０
０
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
施

設
の
仕
組
み
等
を
展
示
し
、
実
際

の
運
転
状
況
が
見
学
で
き
る
見
学

者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま

す
。

　

８
月
７
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類

等
を
、
数
量
限
定
で
無
料
配
布
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

（
展
示
期
間
）
７
月
19
日
（
火
）

　

～
８
月
５
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

 

（
抽
選
会
）

　

８
月
７
日
（
日
）

　

午
前
９
時　

無
料
配
布

　

午
前
10
時　

抽
選
会

 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ

　

リ
ア
北
薩
（
野
田
町
上
名
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.

　

jp/~hokusatu/　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

　

ア
北
薩

　
（
☎
�
４
１
１
１
）

　

薬
物
乱
用

問
題
は
全
世

界
的
な
広
が

り
を
見
せ
、

人
間
の
生
命

は
も
と
よ

り
、
社
会
や

国
の
安
全
や

安
定
を
脅
か

す
な
ど
、
人

類
が
抱
え
る

最
も
深
刻
な

社
会
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
夜
の
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
夜
の

お
は
な
し
会
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
９
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分

 

市
中
央
図
書
館

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本

　

の
貸
し
出
し
な
ど

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

夜
の
お
は
な
し
会

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
啓
発
運
動

エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

薬物乱用防止啓発キャラバンカー

ミ
ス
テ
リ
ー

夏
休
み
図
書
館
探
検
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市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
と
高
血
圧
を

テ
ー
マ
に
行
う
２
回
の
コ
ー
ス「
健

康
男
子
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

７
月
７
日
（
木
）（
第
１
回
）

　

午
後
６
時
30
分
～
同
９
時

　

７
月
21
日
（
木
）（
第
２
回
）

　

午
後
７
時
～
同
９
時

※
原
則
２
回
の
参
加
と
し
ま
す
が
、

　

１
回
の
参
加
で
も
受
け
付
け
ま

　

す
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー

 

調
理
材
料
代
４
０
０
円

参
加
資
格　
本
市
在
住
で
、
メ
タ

　

ボ
や
高
血
圧
の
自
覚
が
あ
る
男

　

性
内
容

第
１
回　
調
理
実
習

　

お
い
し
く
食
べ
て
脂
肪
を
減
ら

　

そ
う
！

第
２
回　
運
動

　

楽
し
く
動
い
て
脂
肪
を
燃
や
そ

　

う
！

 

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
電

　

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
20
人
ま
で

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
５
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

住
む
と
こ
ろ
　
無
く
な
る
前
に
　
片
づ
け
よ
う

野
田
小
学
校
　
六
年
　
道
上
　
穂
乃
花

ち
ゃ
ん
と
見
て
　
そ
れ
も
出
来
る
よ
　
リ
サ
イ
ク
ル

野
田
小
学
校
　
六
年
　
中
間
　
梨
菜

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

青年の家・わんぱくトライアル参加者募集　～この夏、 いざ！冒険へ !! ～

実 施 期 間 ８月３日（水）～同５日（金）２泊３日
内 容 野外冒険活動、野外炊飯、防災体験活動、星座観察、キャンプ、記念品作成等

対 象 者
小学４年生～６年生の児童（保護者が市内
出身者または市内に親戚がいる市外居住の
児童も参加できます。）

中学生。イン・リーダー、ジュニア・リーダー
養成研修会の受講者またはＪＬクラブ「出水兵
児」に入会している市内居住の中学生

定 員 35 人
（応募者多数の場合は、抽選） 10 人（応募者多数の場合は、抽選）

参 加 料 4,000 円（食費、活動材料費等） 4,000 円（食費・活動材料費等、自己負担 2,000 円）
※差額は子ども会育成連絡協議会が負担します。

募 集 期 限 ７月６日（水）

　・　　　 市青年の家（☎ 63 － 2135） 市子ども会育成連絡協議会事務局
（市教育委員会生涯学習課）（☎ 63 － 2200）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

メ
タ
ボ
・
高
血
圧
を

吹
っ
飛
ば
そ
う

・
　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増

　

進
課
健
康
増
進
係
）

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
８
１
９
）

　

メ
ー
ル　

kenkou_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

　

７
月
20
日
（
水
）
～
10
月
21
日

（
金
）、
各
健
診
会
場
で
特
定
健
診

の
集
団
健
診
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
が
健
康
で
あ
る
か
、
生
活

習
慣
病
の
危
険
が
な
い
か
、
健
診

を
受
診
さ
れ
、
自
分
の
健
康
状
態

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
と
同
時
に
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
市
国
民
健
康
保
険
被
保

　

険
者
で
40
歳
～
74
歳
の
方

※
対
象
者
に
は
、
受
診
票
等
を
随

　

時
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
詳
し

　

い
日
程
等
は
送
付
さ
れ
る
案
内

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
時
に
受
診
で
き
る
検
診

　

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

　

・
肺
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん

　

検
診
・
腹
部
超
音
波
検
診
・
肝

　

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
で
い
な

　

い
方
で
受
診
希
望
の
方
は
、
出

　

水
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 特
定
健
診

　

本
庁
市
民
生
活
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

が
ん
検
診　
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

　

増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
２
１
８
５
）

　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

特
定
健
診
（
集
団
健
診
）

受
診
の
お
知
ら
せ
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保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課

　

保
健
予
防
係
）（
☎
�
２
１
８
５
）

～
自
分
の
骨
の
状
態（
密
度
）ご
存

　
知
で
す
か
～

　

市
総
合
体
育
館
で
は
、「
骨
密

度
測
定
」を
実
施
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
測
定
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

７
月
13
日（
水
）～
同
15
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

市
総
合
体
育
館
（
健
康
体
力

　

相
談
室
）

 

無
料

 

市
総
合
体
育
館

　
（
☎
�
２
１
４
４
）

　

市
観
光
協
会
で
は
「
第
30
代
出

水
市
ツ
ル
親
善
大
使
」
を
募
集
し

ま
す
。
夏
祭
り
い
ず
み「
鶴
翔
祭
」

な
ど
、
親
善
大
使
２
人
に
よ
る
年

間
15
回
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
出
水
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

ツ
ル
親
善
大
使
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、「
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
「
特
定
健
診
」「
介
護
予
防

教
室
」「
サ
ロ
ン
活
動
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
に
参
加
さ
れ

た
場
合
に
、
商
品
券
と
交
換
で
き

る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
事
業

で
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
受
け
る
た
め

　

に
は
活
動
の
際
に
「
ポ
イ
ン
ト

　

手
帳
」
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。
事
前
に
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
ま
た
は
本
庁
い
き
い
き

　

長
寿
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
対
象
活
動
お
よ
び
１
回

当
た
り
の
取
得
ポ
イ
ン
ト

○
市
が
実
施
す
る
各
種
健
康
診
断
、

　

介
護
予
防
教
室
、
認
知
症
予
防

　

教
室
、
健
康
講
演
会
、
交
通
教

　

室
等
ま
た
は
サ
ロ
ン
活
動
（
あ

　

ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
サ
ロ
ン

　

活
動
に
限
る
）　

１
ポ
イ
ン
ト

○
介
護
施
設
や
教
育
施
設
で
の
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動　

２
ポ
イ
ン
ト

※
登
録
さ
れ
た
施
設
に
限
ら
れ
ま

　

す
。

商
品
券
と
の
交
換
ポ
イ
ン
ト

　

１
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
１
０
０
円

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て

商
品
券
と
交
換
し
ま
し
ょ
う

　

分
の
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

※
交
換
で
き
る
の
は
５
ポ
イ
ン
ト

　

単
位
で
、
年
間
50
ポ
イ
ン
ト
が

　

上
限
で
す
。

※
残
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
翌
年
度
に

　

限
り
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。（
50
ポ
イ
ン
ト
分
を
交
換

　

し
た
場
合
を
除
く
）

・
　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高

　

齢
者
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
６
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
�
２
１
４
０
）

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

７
月
１
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

採
血
量　
４
０
０
ミ
リ
㍑

持
参
す
る
も
の

○
献
血
カ
ー
ド
（
以
前
、
献
血
さ

　

れ
た
方
）

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

　

書
（
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
や

　

以
前
献
血
さ
れ
た
方
で
住
所
等

　

が
変
更
に
な
っ
た
方
）

○
男
性
は
17
歳
か
ら
４
０
０
ミ
リ

　

㍑
献
血
が
可
能
で
す
。

 

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－
　

３
１
４
１
）

集
団
献
血
に
ご
協
力
を

ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
居
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
満
18
歳
以
上
35

　

歳
以
下
の
元
気
な
方
で
、
出
水

　

を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
欲
の
あ
る
女
性

採
用
人
数　
１
人

※
過
去
の
応
募
者
・
ミ
ス
鶴
む
す

　

め
、
ツ
ル
親
善
大
使
経
験
者
も

　

応
募
可
能
で
す
。

活
動
期
間

　

11
月
１
日
～
２
０
１
８
（
平
成

　

30
）
年
10
月
31
日
（
原
則
２
年

　

間
）

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
履
歴
書
と
上
半

　

身
写
真
１
枚
を
一
般
社
団
法
人

　

出
水
市
観
光
協
会
ま
で
郵
送
ま

　

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　

８
月
20
日
（
土
）
必
着

審
査
会　
９
月
１
日
（
木
）

特　

典　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、

　

１
年
間
（
２
年
間
）
の
公
務
終

　

了
時
に
年
間
慰
労
金
が
あ
り
ま

　

す
。

※
制
服
は
準
備
し
ま
す
。

・
　

〒
８
９
９

－

０
２
０
３

　

出
水
市
上
鯖
渕
７
１
５

－ 

16

　
（
一
社
）
出
水
市
観
光
協
会
（
Ｊ

　

Ｒ
出
水
駅
観
光
特
産
品
館
「
飛

　

来
里
」
内
）

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

　

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
で
、

家
具
製
作
や
建
築
大
工
の
技
能
を

体
験
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
２
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

 

無
料
（
傷
害
保
険
実
費
負
担
）

対
象
者　
中
学
・
高
校
生
、
一
般

　

の
方
（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
）

募
集
期
限　
７
月
27
日
（
水
）

定
員　
30
人

そ
の
他　

作
業
の
で
き
る
服
装
、

　

上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

骨
密
度

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

鹿児島県小児救急　電話相談
受付時間の延長

夜間や休日、判断に困った場合お電話
ください。
おぼえてあんしん（☎♯ 8000）
6 月 1 日から
平日・土曜日　午後７時～翌午前８時
日曜、祝日、年末年始　24 時間対応
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の
た

　

め
に
必
要
な
施
設
の
建
設
や
大

　

規
模
修
繕
に
要
す
る
経
費
と
そ

　

の
施
設
に
必
要
な
備
品

※
土
地
の
取
得
・
造
成
、
既
存
施

　

設
・
設
備
等
の
修
理
・
増
築
、

　

修
繕
、
撤
去
、
解
体
処
理
、
外

　

構
工
事
に
要
す
る
経
費
は
対
象

　

外
。
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

　

事
業
と
の
併
用
は
不
可

留
意
事
項

○
土
地
を
必
要
と
す
る
事
業
の
場

　

合
、
土
地
が
使
用
で
き
る
根
拠

　

書
類
（
契
約
書
、
承
諾
書
等
）

　

が
必
要
で
す
。

○
事
業
の
採
択
は
一
般
財
団
法
人

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し

　

ま
す
。
申
請
す
れ
ば
必
ず
し
も

　

採
択
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
８
日（
月
）～
同
10
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

無
料

対
象
者　
60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ

　

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
と
し
て

　

就
業
希
望
の
方

定
員　
10
人

講
習
内
容

　

介
護
送
迎
の
基
礎
知
識
、
実
技

　

訓
練

応
募
期
限　
７
月
22
日
（
金
）

・
　

出
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
ー(

☎
�
０
０
１
７)

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
自
治
会
な
ど

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う

活
動
に
必
要
な
施
設
、
設
備
の
整

備
に
対
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
の
要
件

○
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
効

　

果
が
発
揮
で
き
る
も
の

○
短
期
間
に
消
費
ま
た
は
破
損
す

　

る
よ
う
な
施
設
、
設
備
の
整
備

　

で
な
い
も
の

○
２
０
１
７
年
度
中
に
実
施
し
、

　

完
了
す
る
も
の

助
成
対
象
団
体　
市
が
認
め
る
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
は
、
自

　

治
会
・
町
内
会
等
の
地
域
的
な

　

共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

　

ま
た
は
そ
の
連
合
体
で
す
。

助
成
事
業
の
種
類 

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

○
助
成
額

　

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

※
１
０
０
万
円
以
上
で
、
10
万
円

　

単
位
の
助
成

○
補
助
対
象　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

　

動
に
直
接
必
要
な
設
備
の
整
備

　

に
要
す
る
経
費

※
建
築
物
、
消
耗
品
は
対
象
外

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

○
助
成
額

　

総
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内
の

　

額
。
１
５
０
０
万
円
が
上
限

※
10
万
円
単
位
の
助
成

○
補
助
対
象

介
護
送
迎
従
事
者
講
習

会
の
受
講
者
募
集

来
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
希
望
団
体
募
集

図書館を利用した
調べる学習コンクール参加者募集

　生活の中で疑問に思ったこと・知りた
いことを図書館の資料を使って調べて、
コンクールに応募しませんか？
　コンクールへの提出作品の作り方講座
を以下のとおり開催します。

 ７月 24 日（日）、８月７日（日）、
　 ８月 21 日（日）
　　 いずれも午前１０時～正午

 市中央図書館　研修室
 無料

対象者　小学校５年生以上
定　員　約 20 人
募集期間　７月１日（金）～同 20 日（水）

・ 　市中央図書館（☎ 63 － 2105）
　　　　高尾野図書館（☎ 82 － 5452）
　　　　野田図書館（☎ 84 － 3100）

愛の血液助け合い運動
　7 月 1 日～同 31 日は、全国一斉に「愛
の血液助け合い運動」が実施されます。
　夏の暑い時期は、献血者が減少し輸血用
血液が不足しがちです。血液は長期保存が
できないことから、安定的に輸血用血液を
確保するため、毎日、献血者の協力が必要
です。献血へのご理解とご協力をお願いし
ます。

県赤十字血液センターからお知らせ
　皆さまにご協力いただいている献血血液
には有効期限（赤血球は 21 日間）がある
ため、皆さまからの定期的・継続的な献血
のご協力が必要となります。
　今後とも献血へのご協力をよろしくお願
いいたします。
献血施設の開所日変更
　県民の皆様のご要望にお応えし、献血施
設を日曜・祝日に開所します。
　開所日変更に伴い、定休日も変更します。
　開所日変更は、７月１日（金）からです。
献血施設
○献血プラザかもいけクロス（県庁近く）
　（定休日　木曜日）
○献血ルーム・天文館（天文館ビル２階）
　（定休日　金曜日）

 鹿児島県赤十字血液センター
　（☎ 099 － 257 － 3141）

献血にご協力を！

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

 日時　７月９日（土）
 　　　午前 11 時
 場所　名護漁港

応
募
方
法

　

来
年
度
の
事

業
実
施
を
希
望

さ
れ
る
団
体

は
、
９
月
９
日

（
金
）
ま
で
に

必
要
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
事
業
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

・
　

本
庁
総
務
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
推
進
室
（
☎
�
４
０
２
２
）
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か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
５
月
か
ら
薩
摩
川
内
市
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
「
北
薩
よ

ろ
ず
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
相
談

員
が
、
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

者
の
経
営
・
技
術
・
人
材
・
情
報

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
て
、
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
祝
祭
日
は
除
く
。

 

薩
摩
川
内
市
産
業
支
援
セ
ン

　

タ
ー
内
北
薩
よ
ろ
ず
相
談
窓
口

　
（
薩
摩
川
内
市
向
田
町
６
番
32

　

号　

サ
ン
ビ
ル
本
館
１
階
）

 

無
料

※
事
前
に
電
話
等
で
予
約
を
お
願

　

い
し
ま
す
。（
☎
０
９
９

－

２

　

１
９

－

３
７
０
４
）

・
　

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン

　

タ
ー
北
薩
よ
ろ
ず
相
談
窓
口

　
（
☎
０
９
９
４

－

４
１

－

７
１

　

７
４
）

中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
向
け
の
相
談
窓
口

　

税
務
署
で
の
税
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
相
談
い
た
だ
く
内
容
に
よ
っ

て
は
、
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関

係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
電
話
等
で
の
回
答

が
困
難
な
場
合
に
は
、
事
前
に
相

談
日
時
等
を
ご
予
約
い
た
だ
い
た

上
で
、
所
轄
す
る
税
務
署
に
お
い

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
ご
予
約
の
際
に
は
、お
名
前
・

ご
住
所
・
相
談
内
容
等
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
や
確

定
申
告
期
に
お
い
て
申
告
書
作
成

会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
際
に

は
、
事
前
の
ご
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

来
年
度
の
耕
作
放
棄
地
再
生
利

用
緊
急
対
策
事
業
の
事
業
実
施
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
内
容

①
再
生
利
用
活
動
に
対
す
る
支
援

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
・
利
用
の

　

た
め
の
次
の
取
り
組
み
を
支
援

○
再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
、
深

　

耕
、
整
地
、
土
壌
改
良
等
）

○
土
壌
改
良
（
２
年
目
）

○
営
農
定
着

○
経
営
展
開

②
施
設
等
補
完
整
備
に
対
す
る
支

　

援

　

①
の
取
り
組
み
と
同
時
に
行
う

　

施
設
等
補
完
整
備
の
取
り
組
み

　

を
支
援

対
象
農
地　
農
用
地
区
域
の
農
地

　

で
あ
り
、
荒
廃
農
地
の
発
生
・

　

解
消
状
況
調
査
の
Ａ
分
類
（
再

　

生
利
用
が
可
能
な
荒
廃
農
地
）

　

に
該
当
す
る
農
地

※
事
前
に
作
業
を
さ
れ
た
農
地
は
、

　

対
象
外
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

貸
借
等
に
よ
り
、
当
該
農
地
を

　

５
年
以
上
耕
作
す
る
農
業
者
等

受
付
期
限　
７
月
29
日
（
金
）

・
　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
政

　

畜
産
係
（
☎
�
５
４
２
５
）

税
務
署
で
の
ご
相
談
は

事
前
予
約
を

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

緊
急
対
策
事
業
等

各地域文化祭の参加者を募集
　本年度も、 野田地域、 出水地域、 高尾野地域の各地域ごとに文化祭を開催します。

地域の区分 開催日
開　催　場　所

募集期間 ・
舞台発表 展示発表

野田地域
10月29日（土） 野田農村環境改

善センター
（30日のみ）

野田体育館

７月１日（金）
～８月22日（月）

市教育委員会生涯学習課
　（☎63－2200、
　ＦＡＸ63－2202）

10月30日（日）

出水地域
11月５日（土）

文化会館 総合体育館
11月６日（日）

高尾野地域
11月12日（土） 高尾野農村環境

改善センター
（13日のみ）

高尾野体育館
11月13日（日）

※申込書は、市中央公民館内生涯学習課および各支所総合市民課にあります。また、市ホームページからダウ
　ンロードすることもできます。

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談
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外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

共
済
有
効
期
間

　

７
月
１
日
～
２
０
１
７
年
６
月

　

30
日

※
７
月
１
日
以
降
の
申
込
者
は
、

　

会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
有
効

対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

自
動
車
、
自
動
二
輪
車
、
自
転

　

車
、
電
動
カ
ー
ト
等
に
よ
る
人

　

身
事
故
お
よ
び
自
損
事
故

共
済
の
内
容

○
死
亡
見
舞
金　

１
０
０
万
円

※
遺
児
加
算
１
人
当
た
り
20
万
円

○
傷
害
見
舞
金　

基
本
額
１
万
円

　

入
院
１
日
当
た
り
１
０
０
０
円

　

通
院
１
日
当
た
り
８
０
０
円

※
治
療
を
受
け
た
実
日
数
が
５
日

　

以
上
を
対
象
と
し
、
傷
害
見
舞

　

金
の
支
給
限
度
額
は
16
万
円
で

　

す
。

 

申
込
書
に
記
載
の
納
付
場
所

　

で
会
費
（
１
人
当
た
り
３
６
０

　

円
）
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
本
庁
安
全
安
心
推

　

進
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民

　

課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
申

　

込
書
の
裏
面
に
掲
載
し
て
あ
る

　
「
注
意
事
項
」
と
「
出
水
市
交

　

通
災
害
共
済
に
つ
い
て
」
を
よ

　

く
読
ん
で
か
ら
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

・
　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
安

　

全
安
心
推
進
係

　
（
☎
�
４
１
５
１
）

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
補
助
金
額

を
変
更
予
定

　

本
市
に
は
、
家
庭
雑
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対
す
る
補

助
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
専
用
住
宅
（
公
共

下
水
道
計
画
区
域
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
整
備
計
画
区
域
を
除
く
市

内
全
域
の
く
み
取
り
ト
イ
レ
、
単

独
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
住

宅
ま
た
は
新
築
住
宅
）
に
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

方
で
す
。（
販
売
目
的
の
住
宅
等

へ
の
設
置
者
は
、
補
助
対
象
外
）

　

現
在
の
補
助
金
（
限
度
額
）
は
、

５
人
槽
が
79
万
円
以
内
、
６
～
７

　

出
水
市
交
通
災
害
共
済
は
、
１

人
当
た
り
年
額
３
６
０
円
と
い
う

安
い
会
費
で
、
交
通
事
故
で
死
傷

し
た
と
き
に
見
舞
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
市
民
相
互
の
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

加
入
で
き
る
方

①
本
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
さ

　

れ
て
い
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
、
保

　

護
者
が
①
に
該
当
す
る
方

③
季
節
的
な
労
働
に
従
事
し
、
市

人
槽
が
92
万
８
千
円
以
内
、
８
～

10
人
槽
が
１
１
９
万
７
千
円
以
内

で
す
。（
設
置
費
用
基
準
額
等
は
、

広
報
い
ず
み
６
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

　

な
お
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
補

助
金
額
が
次
の
と
お
り
変
更
予
定

で
す
。

　

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

・
　

高
尾
野
支
所
下
水
道
課
管

　

理
係
（
☎
�
５
４
６
０
）

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
額
変
更
予
定

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う

交
通
災
害
共
済

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
の
水
と
緑
を
大
切
に

第
36
回
ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

 

７
月
３
日
（
日
）
午
前
６
時
30
分

○
家
族
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
作
業
時
間
は
２
時
間
程
度
で
す
。

○
悪
天
候
の
場
合
は
、
７
月
17
日
に
延
期
さ
れ
ま
す
。

※
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
は
、
本
庁
生
活
環
境
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
（
☎
�
４
０
４
２
）

新補助金額 （2018 年度以降）

人槽区分 市内業者が設置 市外業者が設置

５人槽 432,000 円以内 332,000 円以内

７人槽 514,000 円以内 414,000 円以内

10 人槽 648,000 円以内 548,000 円以内

川
かわばた

畑　純
すみよし

義さん（62）
出水市の好きなところは？
　山や川、田んぼや畑、星空
や空気などのすばらしい自然
環境があること。
出水市に望むことは？
　このすばらしい自然環境を
悪臭、騒音、汚染等で損なうこ
となく維持し、老若男女がそ
れぞれの幸福を追求しつつ共
生できる環境を築いてほしい。

小
お の

野 久
く み こ

美子さん（71）
出水市の好きなところは？
　たいていの物を近くでまか
なえるコンパクトな暮らしが
できるところ。
出水市に望むことは？
　企業の誘致！！
ひと言　７月２日開幕！高校
球児頑張れー！！
　元球児の皆さん、元気です
か？あの頃の情熱で出水を盛
り上げてください。
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身近な道路や水路を、地域の皆さんで整備しませんか？
市では、住生活環境を向上させるために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成しています。

事業名 里道等整備補助金交付事業 里道等整備地域支援事業

助成内容
補助対象経費の 75％または 90％を交付 生コン、砂利、側溝製品等の建設資

材、機械借り上げ料（人件費を除く）
※限度額 30 万円

募集期限 ９月 30 日（金）（来年度実施予定事業の期限） 随　時

対象となる
道路・水路

道　路
○次の条件を満たす道路であること
　①幅員 1.5 ｍ以上（拡幅して 1.5 ｍになる場合を含む）
　②沿線に人家または事業所が２戸以上あること。
　③整備延長 30 ｍ以上

道　路
○幅員 1.2 ｍ以上（拡幅して 1.2 ｍ以

上になる場合を含む）

道　路（共通の要件）
○交通の用に供されている里道または私道であること※袋小路の私道は対象外
○関係者の総意で整備の要望がなされていること
○宅地開発で整備された私道については、整備後 20 年以上経過していること
水　路
○公有財産の水路およびこれと一体となった水路であること
本庁道路河川課管理係・維持係（☎ 63 － 4069）

※交付基準により助成できない場合がありますので、詳しくは担当窓口にお問い合わせください。

○
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム
１
キ

　

ロ
㌘
当
た
り
15
円

こ
ん
包
の
方
法

　

イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
、
種
類
ご

と
の
決
ま
っ
た
方
法
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
保
管
中
の
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
は
、

　

強
風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
た
り
す

　

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
飛
散
防

　

止
対
策
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

 
高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振

　

興
係（
☎
�
５
４
２
４
）

　

市
で
は
、
使
用
期
限
の
切
れ
た

農
薬
や
使
わ
な
く
な
っ
た
農
薬
、

農
薬
の
空
容
器
を
収
集
し
ま
す
。

 

７
月
26
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
同
11
時
30
分

 

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
資

　

材
セ
ン
タ
ー

 

３
０
０
円
～
１
１
０
０
円
程

　

度
（
１
キ
ロ
㌘
当
た
り
）

　

水
銀
・
ヒ
素
剤
は
１
キ
ロ
㌘
当

　

た
り
２
万
２
千
円
程
度

※
農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
料
金
が

　

異
な
り
ま
す
。

※
収
集
料
金
は
す
べ
て
現
金
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

 

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振

　

興
係（
☎
�
５
４
２
４
）

　

市
で
は
、
農
業
用
の
廃
ビ
ニ
ー

ル
お
よ
び
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル

ム
類（
マ
ル
チ
類
・
ネ
ッ
ト
類
・
谷

シ
ー
ト
・
肥
料
空
き
袋
・
育
苗
箱
・

コ
ン
テ
ナ
・
パ
レ
ッ
ト
・
農
薬
の
空

き
容
器
等
）を
収
集
し
ま
す
。

 

７
月
12
日
（
火
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時
30
分

 

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所

　

資
材
セ
ン
タ
ー

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
出
水
製
茶
工

　

場
敷
地
内
（
午
前
10
時
ま
で
）

 

○
廃
ビ
ニ
ー
ル
１
キ
ロ
㌘
当

　

た
り
10
円

　

里
親
制
度
の
紹
介
と
里
親
募
集

の
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

７
月
８
日
（
金
）

　

１
回
目　

午
後
２
時

　

２
回
目　

午
後
６
時
30
分

※
い
ず
れ
も
２
時
間
程
度

 

市
中
央
公
民
館　

学
習
室
５

内
容

　

映
像
に
よ
る
制
度
等
紹
介
、
概

　

要
説
明
、個
別
相
談
（
希
望
者
）

 

※
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

　

情
で
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

　

き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一

　

員
と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、

　

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
養
育
し

　

て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

※
養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
の

　

年
齢
は
０
歳
～
18
歳
。
養
育
期

　

間
は
数
カ
月
～
数
年
で
す
。

　

家
庭
的
な
養
育
環
境
の
中
で
、

　

特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安

　

定
し
た
相
互
関
係
の
も
と
、
子

　

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

　

て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

　

里
親
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支

　

援
指
導
課
（
☎
０
９
９

－

２
６

　

４

－

３
０
０
３
）

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

農
業
用
廃
残
農
薬
類
の

収
集

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
収
集

里
親
募
集
説
明
会

泥やゴミを
落とす

水を入れよく
振って洗浄する

透明なポリ袋
に入れる

ラベルをはがす

フィルム等 肥料袋 こん包は
適正に !!

こ ん 包 方 法 同じフィル
ムで縛る

たたんで
縛っておく

灌水チューブ・
ポリマルチ等

16広報いずみ2016（平成28年）７月



　

犬
を
飼
養
ま
た
は
保
管
す
る
方

は
、
犬
の
飼
養
標
識
を
掲
示
す
る

こ
と
が
、
県
の
条
例
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
狂
犬
病
予
防
接
種

の
際
に
、
注
射
済
票
と
一
緒
に
門

標
（
シ
ー
ル
）
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
門
標
は
、
玄
関
な
ど
の
外

か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
掲
示
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　

係
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
な
ど

を
行
う
４
人
以
上
の
団
体
が
加
入

で
き
る
保
険
で
す
。

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
を
一
括
し

犬
の
飼
養
者
は

標
識
掲
示
が
必
要

た
補
償
制
度
で
す
。
補
償
の
範
囲

は
、
団
体
で
の
活
動
中
や
団
体
活

動
へ
の
往
復
中
な
ど
で
の
事
故
等

で
す
。

　

詳
し
い
内
容
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

鹿
児
島
県
支
部
（
☎
０
９
９

－
　

８
１
３

－

１
１
０
８
）

　

自
衛
隊
の
特
色
や
自
衛
官
の
魅

力
等
紹
介
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

７
月
９
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時
30
分

 

市
中
央
公
民
館
学
習
室
３
・
４

主
な
説
明
内
容

　

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

　

生
、
航
空
学
生
、
防
衛
大
学
校
、

　

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
・
看

　

護
）

 

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

　

部
薩
摩
川
内
出
張
所
（
☎
０
９

　

９
６

－

２
２

－

２
４
０
１
）

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
安
全
安

　

心
推
進
係
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

更
生
保
護
は
、
安
全
な
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
罪
を
犯
し
た
り
非

自
衛
官
募
集
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
よ
う

行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
取
り
組
み
で
す
。

　

日
本
で
の
犯
罪
の
約
６
割
は
再

犯
者
に
よ
る
も
の
で
す
。
立
ち
直

り
を
支
え
、
再
犯
を
防
止
す
る
こ

と
が
地
域
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま

す
。
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
は
、
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
社
会
の
中
に
彼
ら

の
「
居
場
所
」
と
「
仕
事
」
を
つ

く
り
、
地
域
と
の
絆
を
保
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。「
こ
こ
に
い
て
も

い
い
」
と
い
う
安
心
感
と
、「
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
自

信
が
立
ち
直
り
を
支
え
ま
す
。

更
生
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
々

保
護
司
…
罪
を
犯
し
て
「
保
護
観

　

察
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

　

人
の
生
活
を
見
守
り
、
相
談
に

　

乗
っ
た
り
、
指
導
し
た
り
、
犯

　

罪
を
予
防
す
る
た
め
の
地
域
活

　

動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

　

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
雇
用
主
…
過
去
に
罪
を
犯
し

　

た
こ
と
を
承
知
の
上
で
雇
用
し
、

　

立
ち
直
り
を
支
援
す
る
事
業
所

　
（
雇
用
主
）

更
生
保
護
女
性
会
…
女
性
の
立
場

　

か
ら
地
域
に
お
け
る
犯
罪
予
防

　

の
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健

　

全
育
成
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
団
体

 

出
水
保
護
区
更
生
保
護
サ
ポ

更
生
保
護
制
度

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー（
高
尾
野
支
所

　

２
階
）（
☎
�
４
７
７
０
）

　

夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。
海
上
で

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際
は
、
自
分

や
家
族
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に「
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
」を

守
り
、
海
難
を
未
然
に
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

　

体
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

　

ト
を
、
常
時
、
正
し
く
着
用
し

　

ま
し
ょ
う
。

野
の つ き

付　正
ま さ き

樹さん（41）
出水市の好きなところは？
　自然が多くあって、暮らし
やすいところ。
　農産物が豊富なところ。

出水市に望むことは？
　若者が活躍できる、活気の
ある街にしてほしい。

長
ながおか

岡 絵
え り か

李香さん（19）
出水市の好きなところは？
　自然が豊かで、農産物や畜
産物が豊富なところ。
　人が温かいところ。

出水市に望むことは？
　幅広い年代の方たちが楽
しめるような「イベント」や

「施設」をつくってほしい。

海
に
出
掛
け
る
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

②
連
絡
手
段
の
確
保

　

非
常
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
、

　

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電

　

話
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

③
海
の
緊
急
電
話「
１
１
８
番
」

　

海
で
事
故
に
遭
っ
た
り
、
事
故

　

を
知
っ
た
時
な
ど
は
、
迷
わ
ず

　
「
１
１
８
番
」に
電
話
し
て
く
だ

　

さ
い
。

 

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　
（
☎
０
９
９
６

－

３
２

－

２
３

　

６
２
）
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
の
改
善
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

本
市
で
も
、
出
水
保
護
区
保
護

司
会
が
中
心
と
な
っ
て
強
調
月
間

の
７
月
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
す
。

 

鹿
児
島
保
護
観
察
所
（
☎
０

　

９
９

－

２
２
６

－

１
５
５
６
）

　

出
水
保
護
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー
（
高
尾
野
支
所
２

　

階
）（
☎
�
４
７
７
０
）

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
調
月
間

　

本
年
８
月
か
ら
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
食
費
お
よ
び
部
屋
代

の
減
額
制
度
）
の
利
用
者
負
担
段

階
の
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
食
費
・
部
屋
代
の
利
用

者
負
担
段
階
の
判
定
に
用
い
る
収

入
に
は
、
課
税
年
金
（
老
齢
年
金

な
ど
）
収
入
の
み
が
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
８
月
か
ら
は
、
非

課
税
年
金
（
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
）
収
入
も
含
め
て
判
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
、

利
用
者
負
担
段
階
が
第
２
段
階
で

食
事
・
部
屋
代
の
負
担

軽
減
の
見
直
し

あ
る
方
の
う
ち
、
非
課
税
年
金
を

一
定
額
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
利
用
者
負
担
段
階
が
第
３
段

階
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
負

担
軽
減
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

利
用
者
負
担
段
階
が
第
３
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
例
え
ば
、

食
費
の
負
担
限
度
額
（
日
額
）
が

３
９
０
円
か
ら
６
５
０
円
に
な
り

ま
す
。
部
屋
代
の
負
担
額
は
、
部

屋
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
も
負
担
限

度
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
介
護

　

保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
９
）

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
徴

収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
（
源
泉
所
得
税
等
）
は
、
給

与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10

日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月
10
日
ま
で

に
納
付
書
（
給
与
所
得
・
退
職
所
得

の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
）
を
税
務

署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人

未
満
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
一
定

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

源
泉
所
得
税
等
の
納
付
を
年
２
回

で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
源
泉
所

でっかく当たる！サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて７億円

たくさん当たる！サマージャンボミニ７千万円も
同時発売

　今年も「サマージャンボ宝くじ」（市町村振
興宝くじ）が、全国の宝くじ売り場で発売さ
れます。（１枚 300 円）
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われます。
発売期間　７月６日（水）～同 29 日（金）
抽せん日　８月９日（火）
主な当選金
　サマージャンボ宝くじ
　　１等　　　　 ５億円× 23 本　　
　　１等前後賞　 １億円× 46 本　　
　　１等組違い賞　10 万円× 2,277 本　　
　　２等　　　　1,000 万円× 92 本　　
　※発売総額 690 億円（23 ユニットの場合）
　サマージャンボミニ 7,000 万
　　１等　　　　7,000 万円× 120 本
　　２等　　　　 100 万円× 480 本
　※発売総額 360 億円（12 ユニットの場合）

2016 年度出水市公民館講座

親子Ｄｅクッキング！
～料理でつくる家族の絆～
夏にぴったりな美味しい
料理を親子で一緒に作りませんか？
父と子、祖父母と孫でも大歓迎です！

 ７月 16 日（土）
　 午前 10 時～午後 1 時

 市民交流センター　調理室
 材料費として１人当たり 500 円程度

対 象 者　小学１年生以上の児童１人と
　 　 　　保護者１人
定 　 員　12 人（６組）
応募期限　７月８日（土）午後５時

 電話またはＦＡＸでお申し込みください。
※原則として、定員の半数以上の受講希望者が
　ある場合に開講します。
※募集定員を超えた場合出水市民で初めて受講
　される方を優先し、抽選を行います。

・  市中央公民館　☎ 63 － 2106
　　　　　　　　　　FAX64 － 1105

源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
と
納
付

得
税
等
の
「
納
期
の
特
例
」
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

源
泉
所
得
税
等
の
納
期
の
特
例
制

度
の
納
付
期
限

○
７
月
10
日　
１
月
～
６
月
に
源

　

泉
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税
等

○
翌
年
１
月
20
日　
７
月
～
12
月

　

に
源
泉
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税

　

等
※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

　

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
等
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計

算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万

円
以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則
、

そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
月（
第
１
期
分
）と
11
月（
第

２
期
分
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
本
年
分
の
所
得
税
等
の

予
定
納
税
（
第
１
期
分
）
の
納
期

限
は
、
８
月
１
日
（
月
）
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
所
轄
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

所
得
税
等
の
予
定
納
税

（
第
１
期
分
）
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夏野菜たっぷりのあっさり煮込みハンバーグ（夏野菜レシピ）
　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
今回は、夏野菜を使ったレシピをご紹介します。
　（エネルギー：371kcal、脂質：24.6g、カルシウム：59㎎、食物繊維：４g）
　350g を生野菜で考えると、とてもボリュームがありますが、加熱すると小さくなって食べやすくなります。
今回のレシピでは、1 人当たり約 210g の野菜を取ることができ、あっさりしているので暑い夏におすすめです♪

＞＞作り方
　①パン粉と牛乳をボウルに合わせておく。
　②ナスは８㎜幅の輪切りにし５分ほど水につける。トマトはヘタを取り、皮を湯むきした後、横半分に切り、
　　それぞれ８等分に切る。
　③　①にひき肉とみじん切りにしたタマネギと溶き卵、塩コショウを入れてよく混ぜ、８等分して丸める。
　④熱したフライパンに油大さじ２を入れ、水けを拭いたナスの両面を焼く。
　　両面を焼き終わったら、ナスを取り出し、同じフライパンに油大さじ１を加え③を中火で両面焼く。
　⑤　④のフライパンに水 50 ｍｌ、②のトマト、④のナスを入れる。
　⑥　⑤にトマトケチャップを入れて蓋をし、弱火で 5 分蒸す。途中、ハンバーグを返しながらさらに５分
　　間煮込んで、器に盛り付ける時にお好みでパセリをふる。
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知
っ
て
防
ご
う

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
、

「
腎
障
害
」
と
「
腎
機
能
低
下
」
の

い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
が
３
カ
月

以
上
続
く
状
態
の
こ
と
で
、
成
人

の
８
人
に
１
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
、
適
切
な

治
療
を
行
わ
ず
放
置
し
た
ま
ま
に

し
て
い
る
と
腎
機
能
が
低
下
し

「
腎
不
全
」
に
な
り
「
透
析
治
療
」

が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
、

血
圧
が
上
が
り
動
脈
硬
化
も
起
こ

り
や
す
く
な
り
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
等
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

腎
臓
は
、

①
老
廃
物
や
塩
分
を
尿
と
し
て
体

　

の
外
に
排
泄
す
る
。

②
体
液
の
量
や
電
解
質
バ
ラ
ン
ス

　

を
調
節
し
、
血
液
中
の
濃
度
を

　

一
定
に
保
つ
。

③
血
圧
の
調
節
を
行
う
。

④
造
血
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
。

⑤
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性
化
し
、
骨

を
強
く
す
る
。
な
ど
の
大
切
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
？

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
の
た
め
に

は
、
定
期
的
に
血
液
検
査
や
尿
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。「
特
定
健
診
」（
７
月
20
日

～
９
月
14
日
実
施
）
を
受
診
し
て

自
分
の
腎
臓
が
健
康
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習

慣
病
の
あ
る
方
は
、
血
圧
や
血
糖

値
の
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ

と
も
大
切
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
に
は
、
塩
分
や

た
ん
ぱ
く
質
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
過

剰
摂
取
や
、
運
動
不
足
、
喫
煙
等

の
生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
を
改
め
る
こ
と

は
、
生
活
習
慣
病
だ
け
で
な
く
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
10
月
６
日
に
専
門
医

師
や
薬
剤
師
に
よ
る
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予

防
講
演
会
」、
来
年
２
月
～
３
月

に
は
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
教
室
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
係

　
（
☎
�
２
１
８
５
）

材料（４人分）
合いびき肉 280g
タマネギ 200g 
パン粉 大さじ３
牛乳 大さじ２
卵 1 個分
パセリ 少々

塩・コショウ 少々
ナス 320g 
トマトケチャップ
 大さじ５と 1/2
油（ナス用） 大さじ２
油（ハンバーグ用） 大さじ１
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

失
業
に
よ
る
特
例
免
除
は
、
申

請
す
る
年
度
（
ま
た
は
前
年
度
）

に
被
保
険
者
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
中
で
退
職
（
失
業
）
の
事

実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、

失
業
し
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て

免
除
・
猶
予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

申
請
の
際
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

発
行
さ
れ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
免
除
の
遡
及
期
間
に
つ
い
て

　

申
請
月
か
ら
過
去
２
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
２
年
以
内
に
免
除
申
請
を

し
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
方
は
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑

　

・
身
分
証
明
書

　

・
年
金
手
帳

　

※
失
業
等
の
場
合

　

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
転
入
に
よ
り
出
水
市
で
所
得

額
が
把
握
で
き
な
い
場
合

　

・
課
税
証
明
書

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））

半
額
、
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
る

「
一
部
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
を
審
査
し
、
一
定
以
下

の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
は
、

本
年
７
月
１
日
か
ら
、
対
象
年
齢

が
現
行
の
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未

満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
と
承
認

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

○
特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

前
年
の
所
得
が
多
い
方
で
も
退

職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
を
申
請
す
る
と
免
除
等

７
月
か
ら
本
年
度
の
保
険
料
免
除

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。�

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
の
た
め
に
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
の
未
納
状
態
が
続
く
と

老
齢
年
金
の
受
給
要
件
を
将
来
満

た
さ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
重

度
の
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
態

が
発
生
し
た
際
に
、
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
申
請
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
免
除
の
種
類
等
に
つ
い
て

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、

開 催 日
　８月 25 日（木）　本庁
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手
続き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 4038

相
談
事
例

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
知
人
に
紹
介
さ

れ
た
広
告
に
、
通
常
高
額
な
化
粧
品
が
、

「
お
試
し
料
金
５
０
０
円
」
と
掲
載
さ
れ

て
い
た
の
で
注
文
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
決
済
し
た
。

　

後
日
、商
品
が
届
き
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

金
額
も
異
な
り
、
定
期
購
入
に
な
っ
て
い

た
。

　

解
約
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
若

者
を
中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
の
利
用
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
き
っ
か

け
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
登
録
・
公
開
す

る
こ
と
で
、
友
人
や
知
人
な
ど
と
つ
な
が

り
、
交
流
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
な

ど
が
で
き
ま
す
。

　

い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
匿
名

性
の
高
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
実
名
登
録
が

必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
事
例
の
よ
う
に
、
掲
載
広
告
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り

合
っ
た
人
か
ら
マ
ル
チ
商
法
に
勧
誘
さ
れ

た
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
た

り
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と

①　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
の
内
容

や
登
録
す
る
情
報
を
き
ち
ん
と
確
認
す

る
こ
と
。

　
　

登
録
し
た
個
人
情
報
な
ど
が
一
部
の

利
用
者
だ
け
に
表
示
さ
れ
る
「
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
広
告
」
に
利
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
利
用
規
約
等
も
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

広
告
画
面
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
も

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
対
策
に
な
り
ま
す
。

②　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
登
録
・
掲
載
さ
れ
た
情
報

等
を
全
て
う
の
み
に
し
な
い
こ
と
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
限
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
は
匿
名
で
の
や
り
取
り
が
可
能

で
あ
り
、「
事
実
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

「
架
空
」
の
人
物
と
し
て
登
録
・
掲
載

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

契
約
の
際
は
、
独
自
に
調
べ
る
な
ど

慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時３０分～午後５時
　（正午～午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎６３−６２０３）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターへお電話ください。

最
近
増
え
て
い
ま
す
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
き
っ
か
け
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

８月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

　出水市消費生活センター
　【相談日時と場所】
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発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 6年
５ 月 中

23 件
（＋３）

０人
（±０）

28 人
（＋３）

2 0 1 6年
累 計

96 件
（－３）

０人
（－１）

121 人
（－７）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先
21 広報いずみ2016（平成28年）７月
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「かみをきってよ｣ 長田真作 文・絵
●「理科室の日曜日ハチャメチャ運動会」 村上しいこ 作
●「ウミガメものがたり」 鈴木まもる 作・絵
●「ねこがおおきくなりすぎた」 ハンス・トラクスラー 作・絵
●「ちっちゃなトラックレッドくんとグリーンくん」 みやにしたつや 作・絵
●「ねずみにぴったりののりもの」 マリー・ホール・エッツ 作
●「もとこども」 富安陽子 作
●「ヤマネコとウミネコ｣ 野中柊 作
●「こうじのくるま」 コヨセジュンジ 作
●「おせんとおこま」 飯野和好 作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「てんからどどん」 魚住直子 作
●「少年たちの戦場」 那須正幹 作
●「七十二歳の卒業制作」 田村せい子 作

・・・・・等
≪一般≫

●「炎罪」 鏑木蓮 著
●「花舞う里」 古内一絵 著
●「罪の終わり｣ 東山彰良 著
●「虹のふもと」 堂場瞬一 著
●「竜と流木」 篠田節子 著
●「秋霜」 葉室麟 著
●「奥様はクレイジーフルーツ｣ 柚木麻子 著
●「マル暴総監」 今野敏 著
●「マルセイユ・ルーレット」 本城雅人 著
●「ポイズンドーター・ホーリーマザー」 湊かなえ 著
●「涼やかに静かに殺せ」 森村誠一 著
●「亡者たちの切り札」 藤田宜永 著
●「半席｣ 青山文平 著
●「自首」 小杉健治 著
●「小説王」 早見和真 著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ７月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

19日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 15日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

７月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

７月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

５日
—

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
６日
20日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

７日
21日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
14日
28日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

８日
22日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

７月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

６、13、20、27日
午後４時～

夜のおなはし会 ９日（土）
午後７時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

４、11、18、25日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

12日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

７、14、21、28日
午後４時～

だっこでギュッ ７日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（月）
午後７時～

　日　時　７月 31日（日）　午後２時～同４時
　参加料　100 円
　定　員　30 人（小学３年生以下は保護者同伴）
【申し込み・問い合わせ先】
　歴史民俗資料館　（☎ 63 － 0256）
　市 中 央 図 書 館　（☎ 63 － 2105）

体験活動

「でんでん太鼓を作ろう！」

歴史民俗資料館～夏休み子ども講座～

「夏休み歴民館クイズ！」
５週連続チャレンジして、プレゼントをもらおう！
　期 　 間　７月 25 日（月）～８月 28 日（日）
　時間・場所　歴史民俗資料館（開館時間）

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　５月15日、荘地区史跡めぐり歩こう大会が開催さ
れました。
　当日は、73人の市民が参加し、菅原道真公にまつ
わる腰掛石や生松天神など、９カ所の史跡を散策し
ました。天候にも恵まれ、参加者たちは多くの史跡
が残る荘地区の歴史を堪能しました。

善
意
を
被
災
地
へ

民
生
委
員・児
童
委
員

　市内の信号機を清掃し見やすくすることで交通事
故の防止につなげようと出水電気工事工業協同組合

（岩﨑孝和理事長）と同青年部（岩﨑憲二部長）が、４
月９日、今年で23回目となる信号機のボランティア
清掃を行いました。
　約40人が３班に分かれて高所作業車などを使って
作業を行い、信号機の汚れを落としました。

交
通
事
故
防
止

信
号
機
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

力
強
く
宣
誓

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

　４月23日、市総合体育館で約800人の参加のもと
出水市スポーツ少年団結団式を行いました。
　式では各団を代表して下水流バレーボールスポーツ少
年団の江川依旺梨さんに本部長から登録リボンが贈
呈され、団員綱領を西出水水泳スポーツ少年団の山
﨑雅さん、指導者綱領を下水流ソフトボールスポーツ少
年団の幸野輝彦さんが、力強く朗読しました。

　５月14日、市民生委員児童委員協議会連合会（矢
野ミツ会長）が、市内10カ所のスーパーなどで募金
活動を行いました。甚大な被害をもたらした熊本地
震の復興支援の一助にと、民生委員・児童委員の日
に合わせて行われたもの。
　この日いただいた募金は、日本赤十字社を通じて
被災地に贈られました。

地
元
の
歴
史
を
堪
能

荘
地
区
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
大
会

　大豊工業株式会社九州工場（沖田工業団地内）（小
笠原邦彦工場長）から、桜（ソメイヨシノ）を寄贈し
ていただきました。桜は、社員の皆さんの手で市青
年の家に植樹されました。
　同社は、本市の誘致企業として1991年に本市に進
出。その後毎年市に寄贈されており、市民の憩いの
場創出に貢献いただいています。

青
年
の
家
に
植
樹

大
豊
工
業(

株)

九
州
工
場　5月25日、南九州西回り自動車道建設促進期成会

（渋谷俊彦会長）総会が、国・県関係者や沿線の市・
町長、議会議長など約60人の出席の下、本市で開催
されました。同自動車道は、熊本地震による被害も
なく順調に整備されていて、被災地への救援物資輸
送路としても活用されています。会では、災害に強
い地域づくりのためにも、力を合わせて、一日も早
い全線開通を目指すことが確認されました。

全
線
開
通
を
目
指
す

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
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　６月１日、水道週間に係るボランティア活動が行
われました。これは、水道についての理解や関心を
高めようと、出水管工事協同組合（末吉博文理事長）
が水道週間の初日に行ったもので、市内学校水道施
設の点検や軽微な修繕等を行っていただきました。
　今年は、米ノ津東小学校、野田中学校、西出水小
学校、同付属紫翠幼稚園、高尾野小学校で点検・修
繕していただきました。

句
碑
を
建
立「

湾
」俳
句
会

　５月24日、クレインパークいずみで、今年度の農
家民泊受け入れ第一陣となる大正東中学校（大阪市）
の入村式を行いました。
　大正東中の生徒193人は、受け入れ農家（54世帯）
と対面し、それぞれの家庭に分かれ民泊しました。
生徒たちは、各家庭でさまざまな体験をし、翌25日
に元気に帰っていきました。

良
く
来
た
ね

民
泊
体
験・修
学
旅
行

元
気
に
育
て
～

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流・蕨
島
小

　５月31日、蕨島小近くの海でヒラメの稚魚の放流
が行われました。放流は、北さつま漁協出水支所の
協力で毎年行われていて、今年は約１万匹の稚魚を
放流。
　蕨島小学校児童11人が、バケツに入ったヒラメの
稚魚を「大きくなってねー」「元気に育って帰って来
てね」と声をかけながら海に放流しました。

　５月22日、俳誌「湾」前主宰の故・大
お お た け

岳水
す い い ち ろ

一路さん
の句碑がツル観察センターに建立され、除幕式が行
われました。大岳さんはツルを好み、ツルの句も多
数残されています。句碑には「やまなみは　空への
渚　鶴引けり」の句が刻まれています。
　６月１日には「湾」俳句会の皆さんから、ツルのえ
さ代などに役立ててほしいと、県ツル保護会に寄付
をいただきました。

水
道
設
備
を
点
検

出
水
管
工
事
協
同
組
合

　６月10日、出水中学校卒業生「37会」の皆さんから、
同中学校に図書を寄贈していただきました。
　読書活動日本一のまちづくりの一助になればと、
今回古希を記念に寄贈されました。10年前には卒業
当時のクラス数と同数の11本の桜を植樹されるな
ど、37会は1991年から毎年、同中学校の緑化活動や
読書活動などを支援していただいています。

同
窓
会
で
図
書
を
寄
贈

出
水
中
学
校
卒
業
生

　６月１日、市音楽ホールで本年度の市政説明会を
開催しました。約180人の自治会長等に対して、市
長が市政方針等の説明を行った後、各部長が主な事
業等の説明を行いました。
　説明後は質疑応答があり、各自治会長から「ごみ
減量大作戦の効果は」「所有者不明の空き家対策は」
など多くの質問が出ました。

自
治
会
長
等
に
説
明

市
政
説
明
会
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６
月
３
日
、
元
Ｋ
１
フ
ァ
イ
タ
ー
の
富
平
辰
文
さ
ん（
夢

先
生
）に
よ
る「
夢
の
教
室
」が
荘
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
大
川
内
学
校
と
荘
中
学
校
の
合
同
で
開
催
。

　６月１日、本市に気象予報士の高橋隆三さん（64）
（写真左から２番目）が着任しました。これは、気象
庁が行うモデル事業で、本市以外に新潟県、茨城県、
静岡県、広島県、長崎県の計６県の自治体で実施。
　高橋さんは、宮崎県出身。1971年に鹿児島地方気
象台に配属され、佐賀地方気象台技術課長、福岡管
区技術部次長など歴任。９月までの４カ月間、防災
気象情報の解説や助言等行っていただきます。

防
災
力
向
上
に
期
待

気
象
庁
モ
デ
ル
事
業

出
水
お
こ
し
活
動
開
始

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　６月１日、出水市地域おこし協力隊の２人
に辞令交付を行いました。任期は１年。
　小林友和さん（40）（写真左）は、名古屋市

あ
き
ら
め
ず
、夢
に
挑
戦
し
て

夢
先
生
の
授
業「
夢
の
教
室
」

６月１日に高尾野川で、同５日に米ノ津川でそれぞ
れアユ漁が解禁しました。
　解禁とともに漁協関係者らが川に入り、建網漁な
どでアユを次々に捕まえていました。今年のアユは、
大きさも数もまずまずとのこと。捕ったアユは、そ
の場で塩焼にするなど、多くの市民が初夏の風物詩
を満喫していました。

ア
ユ
漁
が
解
禁

高
尾
野
川・米
之
津
川　６月９日、江内中学校で命の教室が開催されまし

た。県動物愛護センター（霧島市）の石橋広太獣医務
技師に、犬や猫の保護の状況や動物を飼う時の覚悟
などを講話していただきました。最後に、生徒代表
の永山尚平君が「保護される犬猫が多いと驚いた。
家で飼っている犬を大事にしたい。」とお礼の言葉を
伝えました。本市では、各学校で命の授業を年間行
事に組み入れています。

命
の
尊
さ
を
再
確
認

江
内
中
学
校

　

ま
ず
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
目
標
を
達
成
す

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ゲ
ー

ム
を
夢
先
生
も
一
緒
に

行
い
、
協
力
し
て
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
教
室
に
移
動
し

て
夢
先
生
の
授
業
が
あ

り
ま
し
た
。

　

富
平
先
生
が「
Ｋ
１

ジ
ャ
パ
ン
Ｇ
Ｐ
決
勝
で

ボ
ブ
・
サ
ッ
プ
選
手
と

対
戦
し
て
負
け
た
が
、

あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
し

続
け
た
こ
と
が
今
の
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
み
ん
な
も
あ
き
ら

め
ず
夢
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
。」な
ど
体
験
談
を

交
え
て
、
話
を
さ
れ
ま

し
た
。授
業
の
最
後
は
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
夢
シ
ー

ト
を
記
入
し
ま
し
た
。

　

夢
の
教
室
は
、
本
年

度
か
ら
中
学
２
年
生
も

対
象
に
加
え
て
実
施
し

て
い
ま
す
。（
小
学
５

年
・
中
学
２
年
生
の
全

児
童
）

出身。「海外経験（中国、マレーシア、ニュージーランド）
を生かしたインバウンドの強化、出水の魅力発信や
定住促進に取り組みたい。」と話してくれました。
　斎木博美さん（45）（写真右）は、本市出身で今回千
葉県からＵターン。「インターネット（映像）を活用
し、出水の情報発信や特産品販売などに取り組みた
い。」と話してくれました。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年８月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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専門職（看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士)

があなたらしい生活を支援します

☎（0996）68-6811 担当：茂原

出水市大野原町1078-2

ご自宅に訪問するサービスです。お気軽にご相談ください

訪問看護ステーション

リハシップ あい

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

有
料
広
告
の
ペ
ー
ジ
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２
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。

　

６
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、
病

院
事
業
管
理
者
就
任
の
あ
い
さ
つ

の
記
事
で「
患
者
１
人
に
つ
き
７

人
の
看
護
師
」と
あ
り
ま
し
た
が
、

正
し
く
は「
看
護
師
１
人
に
つ
き

患
者
７
人
」で
し
た
。
お
詫
び
し

て
、
訂
正
し
ま
す
。
誠
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
院
事
業
管
理
者　

今
村
純
一
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

7　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎ 63 － 7011

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎ 64 － 1187

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎ 73 － 1551

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

［児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎ 62 － 0167

10日（日）

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎ 64 － 8800

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎ 62 － 2311

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎ 73 － 0553

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎ 75 － 0200

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 － 0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 － 1611

17日（日）

［当］ 友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎ 64 － 2101

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎ 64 － 1313

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎ 68 － 0633

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 － 6405

18日（月）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎ 67 － 3200

［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎ 82 － 3113

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎ 73 － 1700

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 － 2595

24日（月）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎ 64 － 8260

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎ 63 － 8300

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 － 6100

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 － 1611

31日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎ 62 － 0419

［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎ 64 － 1500

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎ 72 － 0420

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 － 0054

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
７月18日

福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上 沖 田
ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町
し も ず る 薬 局 ☎64−2211 下 山

７月24日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0508 阿久根市
フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中
Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水）

７月31日
塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62−2634 中町（出水）
か し ま 薬 局 ☎63−3970 鹿 島

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
７月１日～３日 たかさご水道 ☎67−4400

携帯電話
（090−7397−7898）

別府水道住宅設備 ☎84−2080

携帯電話
（090−7154−7490）

７月４日～10日 日之出建設工業 ☎63−3388 樋 口 電 設 ☎85−5901

７月11日～17日 職 建 ☎62−1409 ホクシン工建 ☎82−0612

７月18日～24日 あかつき電化 ☎62−0650 野 村 電 設 ☎82−3637

７月25日～31日 三 和 住 設 ☎62−5114 ア タ ッ ク ス ☎82−0044

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年５月１日～同５月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（−２） ０件（−２） ０人（±０） ０人（±０） 180件（−２） 116人（＋４）

2016年の累計 12件（＋２） ７件（−１） １人（±０） ３人（＋３） 920件（−５） 569人（−27）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

７月の主な行事

７月３日
ち ゃ え ん 歯 科 歯科 ☎67−2325 六月田下
メ ー プ ル 薬 局 ☎62−9292 東大野原

７月10日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75−3333 阿久根市
マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早 馬
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68−7000 千 本 付

７月17日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72−0556 阿久根市
め ぐ み 薬 局 ☎82−5551 太 鼓 橋
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79−3972 表 郷 東

※歯科医院診療時間　午前９時～正午 ◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

３日（日）▶ふるさと出水クリーン作戦（午前６時30分・市内一円）詳細15ページ
10日（日）▶参議院議員通常選挙・鹿児島県知事選挙（午前７時・市内各投票所）詳細２ページ
18日（月）▶コスモスの苗植え（午前９時・上場高原コスモス園）詳細９ページ
23日（土）▶夏祭りいずみ鶴翔祭１日目（午後５時30分・本町商店街）詳細７ページ
24日（日）▶夏祭りいずみ鶴翔祭２日目（午後４時・市多目的グラウンド）詳細７ページ



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp

スマートフォン用 携帯電話用   
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５
月
の
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
は

「
偏
光
板
で
万
華
鏡
」
で
し
た
。
偏

光
板
は
、
一
定
方
向
の
光
だ
け
を
通

す
性
質
を
持
っ
て
い
て
、
２
枚
の
偏

光
板
の
間
に
セ
ロ
テ
ー
プ
を
貼
る
と
、

不
思
議
な
こ
と
に
色
が
つ
い
て
見
え

ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
使
っ

て
万
華
鏡
を
作
り
ま
し
た
。

　

筒
代
わ
り
の
紙
コ
ッ
プ

に
、
絵
を
描
い
た
り
折
り
紙

を
貼
っ
た
り
し
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
感
あ
ふ
れ
る
作
品
を
作

り
ま
し
た
。
完
成
後
は
、
で

き
上
が
っ
た
万
華
鏡
を
回
し
、

移
り
変
わ
る
光
の
様
子
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

偏へ
ん
光こ
う
板ば
ん
で
万
華
鏡

表
紙
取
材
レ
ポ
は
、
25
ペ
ー
ジ
「
元
気
に
育
て
～
」
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
（
浦
﨑
）

団
体
３
位
（
九
州
大
会
出
場
）、
個
人
３
位
と
な
り
全
国
大
会
出
場
を
前
に
市
役
所
を
訪
れ
た
、

蒔
本
早
紀
さ
ん
（
出
水
商
業
高
校
３
年
）

【
写
真
④
】
長
年
に
わ
た
る
町
議
会
議
員
（
連
続
３
期
）
の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
た
溝
上
昭
典
氏
（
元
野
田
町
議
会
議
員
・
岩
元
自
治
会
）

【
写
真
⑤
】
故
武
下
敬
藏
氏
（
元
出
水
市
議
会
議
員
）
に
従
五
位
の
叙
位
が
あ
り
、
ご
遺
族
に

伝
達
し
ま
し
た
。
武
下
氏
は
、
連
続
９
期
35
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
写
真
⑥
】
市
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
民
の
交
通
安
全
確
保
に
尽
力
い

た
だ
い
た
、
井
上
秀
男
氏
（
向
江
自
治
会
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

【
写
真
⑦
】
第
29
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
鹿
児
島
予
選
会
で
優
勝
し
た
、

出
水
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
。

【
写
真
⑧
】
熊
本
地
震
の
義
援
金
に
と
、
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
加

え
て
寄
付
さ
れ
た
、
出
水
駅
周
辺
指
定
管
理
者
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ
の
皆
さ
ん
。

【
写
真
⑨
】
ツ
ル
の
え
さ
代
に
と
寄
付
さ
れ
た
「
湾
」
俳
句
会
の
皆
さ
ん
。（
25
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

【
写
真
①
】
長
年
に
わ
た

る
ツ
ル
の
羽
数
調
査
や
愛

鳥
活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

愛
鳥
週
間
野
生
生
物
保
護

功
労
者
と
し
て
環
境
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
、
高
尾
野

中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
。

【
写
真
②
】
県
高
校
総
体

体
操
競
技
で
優
勝
し
、
九

州
大
会
・
全
国
大
会
出
場

を
前
に
市
役
所
を
訪
れ
た
、

出
水
商
業
高
校
男
子
体
操

同
好
会
の
皆
さ
ん
。

【
写
真
③
】
ワ
ー
プ
ロ
競

技
県
大
会
・
速
度
の
部
で

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

『今月の問題』
「キランソウ」の別名はどれでしょう。
Ａ　エンマダイオウノヒゲ
Ｂ　ジゴクノカマノフタ
Ｃ　オニノカナボウ

先月号のクイズと答え

次のうち実際にはいない「ホタル」の種類
はどれでしょう。
答えは C　フジワラボタルでした。


